





































































Study on the use and the price of 
the nail to watch in the architectural 
documents of the Kaiti-gakko
平山　育男
HIRAYAMA Ikuo
　This article considered the use and the price of the nail to 
watch in the architectural documents of the Kaiti-gakko, and 
it is following points to become clear.
　According to the architectural document of the Kaiti-
gakko, there were two kinds for the name of the Japanese 
nail in about 1875, and the name based on the weight 
coexisted, too. In addition, these names exist historically 
from at least early 18th century. The estimate sum of the 
nail of two kinds in about 1875 was 3.2% for the total sum. 
With the document of 1876, the unit price of the nail in the 
payment follows the estimate of 1875. When the payees 
were different, the unit price of the nail almost equalized 
it. In addition, "pa" was used for a unit of number of nails 
and can regard 1 pa as 100 nails. In an estimate of 1896, the 
ratio of estimated cost of the nail for the estimate total sum 
decreased in 1/4 degree for an estimate of 1875. As for the 
reason, it is thought that the kind of the nail became the 
Western nail from the Japanese nail during this period.
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　「仕様帳〈明治〉」“ 鍛冶方 ” の記載に基づけば、“ 地鉄
頭巻大三寸釘 ”100 本の単価は 0.15 円となる。そこで、記
載される釘の名称、主な用途、100 本の単価について、鎹
を除いて単価の高い順に改めて挙げれば
　　大六寸釘 台輪 1.00 円
　　本五寸釘 地覆、台輪、階子 0.65 円
　　本四寸釘 蛇腹、窓枠、瓦桟、天井吊木 0.30 円
　　頭巻大三寸釘 床板 0.15 円
　　本三寸釘 垂木、蛇腹、天井板、屋根、傘棚 0.117 円
　　七寸釘 裏板、荒床、削床板 0.035 円
　　六寸釘 張天井板、腰板 0.028 円
　　五寸釘 天井板 0.023 円
　　頭三寸釘 貫鼻隠、腰板、流板 0.008 円
　　大八釘 木摺、木舞 0.006 円
となる。ここでは基本的に釘の名称に寸を伴う数字（以下、





年の甲良家の本途帳における “ 平釘類 ” と、“ 建築用釘 ”
とする “ 普通の角形釘 ” についての名称と寸法を示す。安
田は “ 平釘類 ” について七寸釘、六寸釘、五寸釘、四寸釘、
三寸五分釘、三寸釘、二寸五分釘、二寸釘、一寸五分釘、







とする注 12）ように、いずれも呼称長から有寸は 0.1 寸から
0.9 寸までの差異のあることを示し、これを安田は “ 流通
余地 ” と呼ぶ。












釘類 ” 四寸釘 100 本に付き２匁６分８厘を、明治８（1875）
年における米価に基づき換算すると、0.34 円となり注 14）、
これは本四寸釘における 100 本の単価に近似することとな
る。つまり、この考え方に基づけば、呼称長前に “ 大 ”“ 本 ”
















全般に対する 436.016 円となる。釘類のみ 10 項目につい
ての見積額を表１－２にまとめた。釘類 10 項目のみの見
積額計は 229.5 円で、見積額総計 7110.421 円に占める割合
は 3.2％となり、「仕様帳〈明治〉」と同水準になる。
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　「総額帳」では “ 釘金物買入之部 ” において釘について
の記載を確認でき、合計は 562.1082 円とする。内訳は、
明治８（1875）年４月から９月までの “ 前帳簿買入金惣計 ”、









　「総額帳」“ 釘金物買入之部 ” における釘買入の項目は既
述のように 25 項目となるが、これらの合計は 34.5744 円
に留まる。
　「総額帳」“ 釘金物買入之部 ” の総額が 562.1082 円で、
これは「仕様帳〈明治〉」見積額 560.905 円、「仕様帳 明治
八年」見積額 436.016 円のいずれをも上回るにもかかわら
ず、「総額帳」“ 釘金物買入之部 ” における釘買入の項目の
合計 34.5744 円は、「仕様帳〈明治〉」における釘類のみの
見積額計算値計 381.15 円、「仕様帳 明治八年」釘類のみの
見積額計 229.5 円を大きく下回る。
　この原因は、「総額帳」“ 釘金物買入之部 ” において判明









　つまり、「総額帳」“ 釘金物買入之部 ” における釘買入の




























“ 大小ノ釘 ” として釘の見積額を見ることができる。つま
り、校舎新営では 9.6 円、生徒昇降口新営は 0.768 円、厠


































































注６）  参考文献４）337 〜 352 頁。なお、各資料名及び引
用はいずれも『史料６』によった。
注７） 参考文献４）35 〜 47 頁
注８） 参考文献４）145 〜 164 頁
注９） 参考文献３）32 〜 40 頁
注 10）参考文献４）372 〜 384 頁
注 11）参考文献１）52 〜 54 頁
注 12）参考文献１）53 頁
注 13）参考文献１）65 〜 66 頁
注 14） 東京大学史料編纂所：読史備要、771 頁、講談社、
昭和 41（1966）. ３、によれば、享和３（1803）年
の米価は肥後米で 100 升あたり 58 匁もしくは 56
匁とあるため、平均して 100 升あたり 57 匁とでき
る。一方、近藤義質：お米の明治百年史、232 頁、
昭和 44（1969）. ４、によれば、明治８（1875）年
の米価は１石（＝ 100 升）あたり 7.28 円とあり、
これらの関係から享和３（1803）年の２匁６分８
厘は明治８（1875）年の 0.34 円と換算される。
注 15） 日本銀行統計局：明治以降本明治邦主要統計、76 頁、
昭和 41（1966）. ７。卸売物価指数では、明治元（1868）
年を 100 とした場合、明治８（1875）年は 146、明
治９（1876）年は 152 とある。










　　　 となる。なお、引用は東洋文庫 510、325 〜 326 頁
によった。
